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～市民からの情報がオニバスの確認に繋がった～　名古屋市では、レッドリスト・レッドデー
タブック改訂のための調査・検討作業を今
年度から3か年をかけて行っています。
　その調査内容や調査を通して明らかに
なったなごやの生きものの「今」をご報告
するとともに、市民の皆さんに参加・協力
いただける調査についてご紹介する報告
会を開催します。

　事業名「実態調査報告会」、参加する方全
員のお名前、代表者の郵便番号・住所、電話
番号（あればFAX番号またはメールアドレス
も）をご記入のうえ、FAX・はがき・電子メー
ルにてなごや生物多様性センターまでお申
し込みください。

　外来生物法では、生態系、人の身体・生命に重大な被害を及ぼ
す恐れがある外来生物を「特定外来生物」に指定し、これに基づき
必要に応じた防除が行われています。
(例)アライグマ、ブルーギル、オオキンケイギクなど

　その他、法による規制の対象外であるものの、生態系に悪い影
響を及ぼし得る外来生物として「要注意外来生物」が指定されて
います。
(例)アメリカザリガニ、ミシシッピアカミミガメ、セイタカアワダチソウなど

！ 特定外来生物（※）と要注意外来生物池干しに伴う事前･当日調査で確認された生物

　愛知県では、県内の在来生物を圧迫し、その生態系に著しく悪
影響を及ぼす恐れのある生物を公表しています。　
(例)ハクビシン、スイレン属(ヒツジグサを除く)など

をご参照ください。ウェブでもご覧いただけます。

！ 愛知県条例に基づく公表種

http://www.kankyo-net.city.nagoya.jp/biodiversity/material/nagoya_gairai.pdf

クサガメ、ニホンイシガメ、ニホンスッポン、
ヒバカリ、ミシシッピアカミミガメは虫類

両生類

魚　類

昆虫類

貝　類

甲殻類

植　物

その他

分類群 生物種

オオクチバス、ギンブナ、コイ、コウライモロコ、
トウヨシノボリ、ブルーギル、ヘラブナ

ウチワヤンマ、オオヤマトンボ、コシアキトンボ、
シオカラトンボ、ハグロトンボ、
ハラビロカマキリ、ヒメタイコウチ

アズマヒキガエル、ウシガエル

オオタニシ、サカマキガイ、ヌマガイ、マシジミ

ハリガネムシの一種

アメリカザリガニ、スジエビ、テナガエビ、
ミナミヌマエビ

イトイヌノヒゲ、オニガヤツリ、セイタカアワダチソウ、
トウカイコモウセンゴケ、トウネズミモチ、ナンキンハゼ、
ニッポンイヌノヒゲ、マメナシ、ミゾソバ、ヨシ他、
約170種を確認

を開催します

（１）日時
　  平成25年3月10日（日） 午後2時～4時
（２）場所
     名城大学 共通講義棟北N-102講義室
     （天白区塩釜口1－501）
（３）定員
     抽選で100名（参加いただける方には、
     参加証をお送りします）
（４）申込締め切り
     平成25年2月28日（木） 必着
（５）申込方法

詳しくは
「知っていますか?なごやの外来生物
 ～生物多様性を守りはぐくむ～
(なごや生物多様性センター、平成24年3月刊)」

（外来種は朱字で表示 ）

ニホンスッポ
ン

ニホンスッポ
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ブルーギル
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　ヌマガイ
　ヌマガイ

　マメナシ
　マメナシ

■平成2４年度「なごや生物多様性センター」主な事業

　昭和50年に外堀のヒメボタル（陸生）の大発生を発見し、その後闘病しながら保護活動をし

てみえた竹内氏が13年前に亡くなられました。その後、家族や知人、氏と交流のあった小学校

教諭とその教え子たち等でヒメボタルを見守り続け、今は温かな人のつながりの輪が広がって

います。ヒメボタルを絆として世代や立場を超えて自然につながった者たち、それが受け継ぐ者

たち。歌や絵本・HPなど一人ひとりができることを持ち寄って穏やかな情報発信をしたり、蛍の

時期（5・6月23時～2時頃）には毎日の観察や案内を行ったりしています。また、調査・除草方法

の相談・清掃などを市や専門家の方たち等と共に実施しています。

　ヒメボタルが都会のお城に自然発生しているのは世界的に大変貴重。子どもたちの、大人の、いえみんなの感性がヒメボタルの輝きに

よって無限大に引き出される～そんな場所「外堀姫蛍の森」をみんなと一緒に、これから先の歴史にもずっとずっと残していきたいです。

　「池干し」では、池の水位を下げて、詳細な生物調査をするとともに在来の生きものを守る

ため、外来生物を取除きます。

　11月10日（土）、守山区小幡緑地内の竜巻池で池干しを行い、市民の皆さんや研究者、専門

家等約200人が池の中で活動し、見学者を含めると約450人が参加しました。

　天高い秋空の下、なごや生物多様性保全活動協議会のほか、地元の小幡北学区や小幡北小

学校はじめ守山区内で活動されている市民グループの皆さんなどにご協力いただきました。

お子さんたちも泥だらけになりながら、地引網や手づかみで生物採集に大奮闘。

　調査の結果、市内ではほとんど確認できないヒメタイコウチなどの昆虫、ヌマガイやニホン

スッポンの繁殖が見られました。あわせて、特定外来生物※のブルーギルはじめ外来の魚類

140㎏や池際の外来の植物(セイタカアワダチソウ)30㎏を取除きました。

　この日の活動で、在来の魚や昆虫がたくさん見られる池を取り戻す第一歩を踏み出しました。オオクチバスなどの取除きで、水草が

復活するとともに昆虫や小さな魚が増えることが期待できますが、同時にアメリカザリガニの増加が危惧されますので、今後とも、地元

の皆さんのご協力をいただきながら、モニタリングをしていきます。

この広報紙は古紙パルプを含む再生紙を使用しています。

●住所：名古屋市天白区元八事五丁目230番地（地下鉄塩釜口2番または3番出口から徒歩5分）

●電話：052-831-8104　●FAX：052-839-1695
●E-mail：bdnagoya@kankyokyoku.city.nagoya.lg.jp
●なごや生物多様性センターウェブサイト
　http://www.kankyo-net.city.nagoya.jp/biodiversity/
●名古屋市公式ウェブサイト　
　http：//www.city.nagoya.jp
●関連ウェブサイト
　なごや生物多様性保全活動協議会 http：//www.bdnagoya.jp

生物多様性センター

東浦町 於大公園にて域外保全されているオニバス
（写真提供：富田 啓介さん）

（事務局長　安田 和代）

生物多様性に向けての取組事例をお寄せください。このニュースで紹介していきます。（すべて掲載できない場合もありますので、ご了承ください）

なごや生物多様性センターでは、市民協働で調査・保全活動を進めるため、「市民生きもの調査員」を募集しています。詳しくはウェブで。

　名古屋市内では絶滅とされていたオニバスが名古屋城外堀で２０年ぶ

りに確認されました。この確認は、専門家や研究者によるものではなく、

常日頃から身近な自然の変化に関心を持って観察されている市民の方

からの情報提供がきっかけでした。

　なごや生物多様性センターでは、皆さまから身近な自然や生きものの

情報を収集し、生物多様性の保全に役立てていきたいと考えております。

お話会（観察会）の開催日はウェブでお知らせします。　http://sotobori.sp.land.to/

池干しに先立ち行った事前学習のようす。

講義のほか、胴長靴の着脱など体験学習も

しました。

　池干しによる調査・保全効果の高い池を選定するため、4月から市

内3カ所のため池を調査した上で、竜巻池での実施を決めました。

　竜巻池は面積9,600㎡（うち水面面積6,850㎡）、最大水深1.82ｍ。

　池の水は、１か月前から1日8センチ程度ゆっくり落しました。また、

池干しの翌日には農業関係団体のご協力で元の水位まで回復。2日後

には保護された在来生物全てを戻しました。

なごや生物多様性センターは「センター」、なごや生物多様性保全活動協議会は「協議会」と表記

通 年

4月18日
5月12日・13日
6月2日
7月21日
8月～9月
8月20日～26日
８月2５日
9月11日
9月15日
9月29日
9月29日

10月6日～8日
11月10日
11月18日
12月21日

平成25年2月２日
2月２日
3月10日

講座「田んぼと生きものの話 種蒔き体験アリ」　※「バケツ稲マニュアル」の作成
センター開設記念行事「なごや生物多様性センターへ行ってみよう！」（講座・展示・体験型ワークショップ）
「田植え体験と生きもの観察会」
「草取り体験と生きもの観察会」
インターシップ研修生の受け入れ（10日間）
「なごや生きものいきいきウィーク」（講座・展示・体験型ワークショップ） 【主催：協議会、センター】
「環境未来探検隊」開催支援 【主催：名古屋市教育委員会、場所：センター・植田川】
「第1回なごや生物多様性セミナ―  ～カスミサンショウウオの保全に向けて～」

「環境デーなごや」へブース出展・PR
「稲刈り体験と生きもの観察会」

「なごや生きもの一斉調査～カタツムリを探そう～」（市内33箇所で調査）【主催：協議会、事務局：センター】
「竜巻池池干し」（守山区内） 【主催：協議会、事務局：センター】
「藤前干潟ふれあいデー」へブース出展（収穫した餅米を使用した「餅つき」＆「食と生物多様性のお話」）
「紙すき講座」（収穫した米の稲わらを活用した講座）

平成24年度 協議会事業報告会 【主催：協議会、事務局：センター】
「なごや生物多様性フォーラム －いのちのつながりを、みらいへ－」 【主催：名古屋市、なごや環境大学】
「動植物実態調査中間報告会  ～なごやの生きものの今をさぐる～」　　　

「国連生物多様性の１０年日本委員会地域セミナー  ～COP11に向けて 名古屋からハイデラバードへ～」
（協議会長が事例報告） 【主催：国連生物多様性の10年日本委員会（UNDB-J）】

協議会をはじめとする市民の皆さんとの協働により、詳細な生物調査や在来の生物・生態系を
守るために外来生物の防除を行うとともに、それらの手法開発

予　定



（写真提供：浜島 繁隆さん）

オニバスが水面を占有する
1967年の名古屋城外堀

現在の名古屋城外堀

オニバスの果実

確認した
オニバスの浮葉

（撮影:市民協働推進員　中村 肇）

（市民協働推進員　宇地原 永吉）

（市民協働推進員　野呂 達哉）

～名古屋でも多くの生きものが生息・生育～
～ビオトープ田んぼの１年～

オニバスが確認された意義

　「名古屋市内では絶滅したと思われていたオニバスが、20年ぶりに確認された」というニュースは、都市化が

進む名古屋の街でも、多くの生きものが息づいていることをあらためて感じさせてくれるものでした。

　第一報から発見までの様子を紹介します。

自然の恵みいただきます

　名古屋市港区の農家や地元の皆さんのご協力を得て取組んでき

ました、無農薬で、生物多様性に配慮した「ビオトープ田んぼ」。ここ

は生きものいっぱいの田んぼで、お米を作るだけでなく、水田に棲

む生物の調査、主にお子さんを対象とした生きもの観察や稲作体

験、お米や稲藁を活用する事業を行ってきました。

　今年度も１年を通して、多くの市民の皆さんに体験・体感をいた

だきました。

　４月。田んぼ事業始動の前に、講師の高山博好さんから田

んぼに棲む生きものについてお話ししていただき、生物多様

性センターで種まきをしました。

　２カ月近く、センターで大切に育て、いよいよ田んぼで「田

植え」です。はじめて、田んぼに足を踏み入れたお子さんたち

は、簡単には歩けません。土の感触を感じながら、ゆっくり一

歩一歩踏みしめて、一株一株丁寧に植えます。カエルなど田

んぼの生きものにも出会いました。

　収穫した餅米(マンゲツモチ)は、藤前干潟ふれあいデーの

会場で、名古屋市公式キャラクターの「はち丸」君や名古屋お

もてなし武将隊の皆さんにも参加いただき、賑やかに餅つき

をしました。多くの皆さんが自然の恵みに満足。

　また、脱穀後(お米をはずした後)の稲藁も無駄にはしませ

ん。「紙すき」をしました。紙すきといっても、高級な和紙を工

房ですくのではなく、脱穀した後の稲藁をなごや生物多様性

センターの会議室ですきました。一定の年代以上の方には「わ

ら半紙」として、テスト用紙などでお世話になった懐かしいも

のかもしれません。藁も、肥料として田畑に梳きこむ他、リース

作りなどの工作や納豆づくりなど工夫次第で活用できます。

　泥だらけ、汗まみれになって、田んぼの草取り。ビオ

トープ田んぼでは、除草剤を使いません。みんなで一生

懸命、作業をしました。カマキリみっけ。生きもの達も顔

を出してくれました。

　オニバス（Euryale ferox Salisb.）は、スイレン科オニバス属に属

する一年生の水草です。アジア東部とインドに分布し、国内では本州、

四国、九州の湖沼やため池、河川などに生育しています。

　葉や茎が鋭い刺に覆われていることから鬼蓮（オニバス）の名が

つけられています。成長すると葉の直径が０．３～１．５ｍにもなる日

本に自生する最も大きな一年草です。

　かつては、農家の人にとってやっかいもの扱いされるほど多く

あったと言われています。しかし、ため池の埋め立てや水質の汚染に

よって生育数が激減し、環境省のレッドリストでは、絶滅危惧II類に

位置付けられています。

今こそオニバスが安心できる環境を

長年にわたり、水草の調査・研究をされている
浜島 繁隆さん（ため池の自然研究会 顧問）に聞く

　名古屋城の外堀に20年ぶりにオニバスが出現したことを聞き、生

命力の強さを感じた。1969年の私の「野帳」に、外堀はヒシ、ガガブ

タ、ハスとオニバスが水面を覆う、と記録している。オニバスは、その

後衰退して姿を消した。その原因の一つは、水鳥や鯉に過剰に餌を

やり、その結果、アオコが生じる程に汚濁させたことにある。この堀

に、かつて、17種類の水草が生育する豊かな水辺であったことを知

る人は少ない。絶滅したと思われたオニバスは、ヘドロの中で、20年

近くじっと耐えて生き永らえ、今年、そっと外の様子を覗うように顔

を出したように思える。今こそ、オニバスが安心できる環境にしなく

てはと考える。

ご家庭で簡単に田んぼ体験
　田んぼでの稲作りは誰にでも体験できるもので

はありませんが、企業やご家庭、幼稚園・保育園、学

校などで、比較的気軽に取組める方法として「バケツ稲」があります。

　バケツでお米を育てる体験ができるだけでなく、バケツに集ま

る生きものの観察もできます。

　なごや生物多様性センターでは、そのマニュアルを作りました。

バケツの中でも多くの生きものを観察することができます。是非、

取組んでみませんか?

　名古屋市内では絶滅とされていたオニバスが、名

古屋城外堀で２０年ぶりに確認されました。今回の

確認に至る３年前の平成２１年１１月末、オニバスが

繁茂していた昭和４０年代に作られた植生図を元

に、名古屋城外堀で埋土種子（泥の中に眠っている

種子）を探す調査をしました。しかし、この時の調査

では泥の中から植物の種子を確認することはできま

せんでした。

　そして、それから３年、当時の調査を知る市民の方

から「名古屋城外堀で野鳥観察をしていた際にオニ

バスを発見した」との電話連絡が、なごや生物多様

性センターにありました。

　翌日の平成２４年１１月１３日、連絡をくださった市

民の方といっしょに現場を確認したところ、細々と残

る２株のオニバスを名古屋城外堀で確認しました。オ

ニバスは一年草のため、現場を訪れた時点で枯れて

いたものの、多くの種子を確認することができました。

　今回、名古屋城外堀で確認したオニバスの記録を

証拠として残すため、採集した葉で標本を作製しまし

た。標本に適した葉が１枚しか残っていなかったこと

もあり、標本を作る私の手は震えていましたが、貴重

な経験ができたことに感謝の気持ちでいっぱいです。

　都市化が進んだ名古屋市内においても、多くの生き

ものが生息・生育しています。これらの生きものの中

には、身近な自然の変化に関心を持って観察を続け

ることで見つけられるものも含まれています。なごや

生物多様性センターでは、皆さまから身近な自然や

生きものの情報を収集し、生物多様性の保全に役立

てていきたいと考えております。

　名古屋市内の野外で確認された外来

カメ類について創刊号で紹介しました

が、今号でも市内で新たに見つかった外

来カメ「カブトニオイガメ」について紹介

します。

　鉄兜を思わせる甲羅の形が特徴的な

アメリカ合衆国南部原産のカメで、平成

24年6月に緑区の神沢池を調査してい

た際、成熟したオスとメス各1個体ずつ捕獲しました。今のところ日本の野

外で繁殖したという例は知られていませんが、越冬が可能なため、日本に定

着する可能性があります。ため池などで増えてしまえば、貝類などを好む性

質から、在来の水生生物にも様々な影響を与えるでしょう。

　ペットのカメがなぜ捨てられるのか？非常に難しい問題ですが、捨てら

れるカメ類に共通する特徴のひとつは、比較的安価に購入できることです。

日本はペット輸入大国であり、ペットとして多種多様なカメ類が毎年大量に

輸入されています。捨てられる外来カメ類は、子ガメが数千円以内で購入で

きるもので、決して何万円もするような高額なカメは見つかりません。この

あたりにペットの外来カメ類の遺棄を防ぐ鍵があるのかもしれません。日本

に定着する可能性のあるカメ類を安価に購入できる現在の状況を、今後、変

えていく必要があるのではないでしょうか。

オニバスとは ？？

Interview

1954年(昭和29年)

1982年(昭和57年) 

1992年(平成４年)

1995年(平成７年)以降 　

2002年(平成14年)

2009年(平成21年)

2012年(平成24年)

たくさんの水草が繁茂していた

水草の衰退が顕著になった

名古屋城北東部でオニバスの生育が僅かに確認された

オニバスは確認されていない

名古屋市のレッドリストで絶滅種と位置付けられた

名古屋城外堀から泥を採取して調査したが種子は確認できなかった

名古屋城外堀で20年ぶりに出現を確認した

近年のオニバス確認状況

（イラスト：高山 博好さん）

カブトニオイガメ（奥がオス、手前がメス）

　12月8、9日に東京で開催された「第14

回日本カメ会議」で、「名古屋市における外

来カメ類の防除活動と在来カメ類の保全」

と題したポスター発表をしてきました。

　当日、多くの質問を受けたのは、協議会

ミシシッピアカミミガメ対策部会のメン

バーが作成した「浮き島型カメ罠」につい

てでした。これは、ミシシッピアカミミガメ

を選択的に捕獲できるということで関心

が集まったようです。今後もセンターでは、名古屋で得られた成果を幅広く発

信していく予定です。

外来カメ防除の成果を説明する

http://www.kankyo-net.city.nagoya.jp/biodiversity/material/baketsuine_manual.pdf

（市民協働推進員　中村 肇）

安価なペットのカメは捨てられる？

第14回日本カメ会議で名古屋の成果を発表

春

秋
夏

Spring

Summer

Autumn

名古屋城外堀で確認されたオニバス

生きもの観察

稲刈り はざかけ(天日干し)　

餅つき 紙すき

種まき

バケツ稲バケツ稲
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